
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  引き出物贈呈者が、贈呈者名欄・贈呈者
住所欄・数種に群分けして引き出物明細を記入した引き
出物グループ欄を有する贈呈リストを用いて、贈呈者と
贈呈者別の前記グループを特定して引き出物の送り届け
を委託者に委託し、続いて、前記委託者は前記贈呈リス
トに基づく贈呈者毎の送り先と送り届け日を確認整理
し、しかるのち、任意の輸送手段によって前記贈呈リス
トによる指定引き出物を、前記確認整理による指定場所
へ指定日に送り届けすることを特徴とする婚礼引き出物
の贈呈方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、婚礼披露宴の出席
者等に感謝の気持を込めて引き出物を贈る婚礼引き出物

の贈呈方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】婚礼の引き出物は、新郎新婦側で予め整
えて準備し、婚礼披露宴に参加していただいた招待者
に、その披露宴終宴時に手渡してお持ち帰りしていただ
く方法が慣習として広く定着している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、その婚礼引き
出物は慶祝と感謝の気持をあらわした品物を５～７点等
に組合セットにするので、袋詰めしても形状が大きくか
つ重くなるものが多く、その上、披露宴の出席者は礼服
を着用して遠路帰宅する者・年配者・二次会参加者等が
あるので、その引き出物の持ち帰りがかなりの負担にな
るケースが多い。
【０００４】一方、その引き出物は披露宴の終宴時に出

1 2

1010



席者別に手渡されるので、出席者間で異なる内容の引き
出物が渡されると「出席者によって差をつけた」と見做
されて折角の慶祝ムードに水をさすおそれがあるので、
出席者全員に一律内容にせざるを得ないケースがあり、
本来お祝金等に応じた内容のものを贈呈すべき社会慣習
の原則に反した不合理を生ずる不具合がある。本発明は
以上の従来技術の難点を解消する婚礼引き出物の贈呈方
法を提供するものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】以上の技術課題を解決す
る本発明の婚礼引き出物の贈呈方法は「引き出物贈呈者
が、贈呈者名欄・贈呈者住所欄・数種に群分けして引き
出物明細を記入した引き出物グループ欄を有する贈呈リ
ストを用いて、贈呈者と贈呈者別の前記グループを特定
して引き出物の送り届けを委託者に委託し、続いて、前
記委託者は前記贈呈リストに基づく贈呈者毎の送り先と
送り届け日を確認整理し、しかるのち、任意の輸送手段
によって前記贈呈リストによる指定引き出物を、前記確
認整理による指定場所へ指定日に送り届けすることを特
徴とする婚礼引き出物の贈呈方法」になっている。
【０００６】即ち、本発明の婚礼引き出物の贈呈方法
は、婚礼引き出物を披露宴の宴席で出席者に直接手渡し
しないで、引き出物を贈呈する対象者と対象者個別の引
き出物セットを特定して第三者に委託し、その参加者が
帰宅する前または帰宅後に宅配届けする贈呈システムが
特徴である。なお、本発明における婚礼引き出物とは、
慶祝と出席に対する感謝の意をあらわす御礼慶祝品・婚
礼記念品等をいう。
【０００７】
【作用】以上の本発明の婚礼引き出物の贈呈方法による
と、婚礼披露宴の出席者は引き出物を持ち帰る難渋な負
担が解消される。そして、新郎新婦側の引き出物贈呈者
は祝金等に応じた内容のものを自由に裁量して気がねな
く選定し、社会慣習に適した引き出物を、贈呈すべき個
別事情に合せて送り届け、従来の贈呈方法における不合
理が解消できる。
【０００８】そして、婚礼披露宴の出席者は、家族全員
出席・遠隔地からの者、或は帰省者または独身で下宿・
寮住いの者等の多様な態様があり、必ずしも当人の現住
所へ引き出物を送り届けても不都合を生ずることが往往
にしてあるものの、前記の委託者が前記リストの贈呈者
個個の送り先と送り届け日時を確認整理し、その確認に
基づいて送り届けるプロセスとなるので、前記の不都合
を生ずることなく極めて良好なタイミングと場所で引き
出物を受領し、慶祝感を享受することができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施態様を説明
する。まず、この実施形態に用いる贈呈リストは「贈呈

者・届け先リスト」と名づけした書面にして「婚礼披露
宴の出席者を含む引き出物贈呈者の氏名・住所を多段に
設けた贈呈者明細欄」と「引き出物・記念品を数点づつ
明記して組合せセットにして、セット金額を明示し、そ
れぞれのセット別にセット記号を付した引き出物セット
欄」と「贈呈者別に前記セット番号を指定するセット記
号欄」からなる主要欄と、この主要欄に「新郎・新婦の
氏名・住所を記入したタイトル欄」・「贈呈者毎の希望
送り先・送り届け希望日を記入する送り届け指定欄」等
の付記欄が適宜配設された構造を有している。
【００１０】そして、以上の構成の贈呈者・届け先リス
トを用いて以下の手順手法によって、婚礼引き出物が贈
呈者個個に送り届けられる。即ち、まず新郎新婦側が引
き出物送り届け委託者（主として婚礼引き出物等を需要
に応じて業として譲渡する引き出物営業者）を選択して
「前記の贈呈者・届け先リスト」の用紙と「そのリスト
記入の引き出物セットの品名毎の説明パンフレット」を
受け、そのリストに贈呈者の氏名・住所と贈呈者別の前
記セット記号を自由に選択して明記し、前記委託者に委
託する。
【００１１】続いて、その委託者は前記リストの贈呈者
に、当該委託を受けた旨を連絡すると共に、引き出物の
届け先と届け日を確認して前記リストに整理記入する。
しかるのち、その確認整理に基づいて委託者が任意の輸
送手段によって、贈呈者別に特定された引き出物を贈呈
者別の指定日・指定場所に送り届けて贈呈する。
【００１２】以上の実施形態の婚礼引き出物の送り届け
方法は前記の作用があり、披露宴参加者は礼服を着用し
たまま大きくして重いとされる婚礼引き出物を持ち帰る
煩わしさがなく気軽に帰ることができる。そして、新郎
新婦側の贈呈者は祝金等に応じた内容の品を自由に個別
選択して贈呈することができるので、引き出者の内容を
一律のする配慮は無用にして社会慣習に基づく合理的な
贈呈ができると共に、その贈呈を受けるものはそれぞれ
の事情に合せた好ましい場所・日に受領することができ
る。
【００１３】なお、本発明の婚礼引き出物の贈呈方法
は、前記の実施形態に限定されず、委託者が提示する引
き出物セットの内容に拘束されないで、商品パンフレッ
ト・商品現品等に基づいて贈呈者自身が組合セットし、
そのセット内容を贈呈者別に特定する手法を採択するこ
とがある。
【００１４】
【発明の効果】以上の説明のとおり、本発明の婚礼引き
出物の贈呈方法は、婚礼披露宴参加者が引き出物を持ち
帰る煩わしさがなく、その上、社会慣習に基づく合理的
贈答手法が自由に採択可能となり、婚礼披露の一段の合
理化と無駄排除ができる実用的効果がある。

(2)                           特許３０２３６５８
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